
 

 

               

 

和歌山市立博物館 ホール展示 

「昭和 20 年 7 月 9 日 和歌山大空襲 
－(続)伝えたい あのときの記憶－」 

の開催と映画上映会について 

 

 和 歌 山 市 立 博 物 館 では、和 歌 山 市 の空 襲 を体 験 した方 々の記 憶 を後 世 に伝 え残 そうと、平 成 2 7（2015）

年 から、体 験 者 のお話 をうかがい、録 音 する活 動 をしています。今 回 のホール展 示 は、２年 前 の体 験 談 公 開 展

示 以 降 にご協 力 いただいた体 験 者 の記 憶 の概 要 を、パネルにして展 示 します。  

また、関 連 事 業 として、映 画 「和 歌 山 大 空 襲 」とスライド上 映 「空 襲 体 験 絵 巻 」を上 映 します。多 くの方 々に

ご参 加 いただき、戦 争 の記 憶 を次 世 代 へ繋 げていくことができればと存 じます。  

 

 

１ 名   称：ホール展示「昭和 20年 7月 9 日 和歌山大空襲―(続)伝えたい あのときの記憶―」 

２ 会   期：令和元年７月 6 日（土）～８月 4 日（日） 

             開館時間：午前９時～午後５時 （ただし、入館は午後４時半まで） 

             休 館 日：毎週月曜日（ただし 7 月 15 日（月・祝）は開館で翌日休館） 

３ 入 館 料：ホール展示のみの観覧は無料 

４ 場   所：和歌山市立博物館  1 階 玄関ホール 

           〒640-8222  和歌山市湊本町３－２

電話（073）423-0003  FAX（073）432-9040 

５ 関連事業： 映画上映会「和歌山大空襲」とスライド上映「空襲体験絵巻」 

7 月 6 日（土）午後 2 時から 

※要入館料（一般・大学生 100 円、高校生以下無料。） 

 

担 当 課 博 物 館 

担 当 者   近藤・髙橋 

電    話 （073）423－0003 

内  線  

資 料 提 供 

令和元年７月２日 

 

「空襲体験絵巻」（部分） 



 

開  催  概 要 
 

名 称 ：ホール展示  「昭和 20年 7月 9日  和歌山大空襲―(続)伝えたい あのときの記憶―」 

会 期 ：令和元年７月6日（土）～８月4日（日） 

開館時間 ：午前９時～午後５時  ただし、入館は午後４時30分まで。 

休館日 ：毎週月曜日。ただし7月15日（月・祝）は開館で、翌日休館。 

入館料 ：ホール展示のみ無料。 

会 場 ：和歌山市立博物館  1階玄関ホール 

場 所 ：〒640-8222  和歌山市湊本町３ー２     電 話 ：（０７３）４２３ー０００３ 

関連事業：映画上映「和歌山大空襲」とスライド上映「空襲体験絵巻」  7月6日（土）午後2時から 

※ 要入館料（一般、大学生100円、高校生以下無料。） 

主 催 ：和歌山市           

担当者 ：和歌山市立博物館 髙橋克伸（たかはし かつのぶ） 

 

展示概要： 

昭和 20（1945）年 7 月 9 日、和歌山大空襲がありました。7 月 9 日、深夜から翌未明にかけて米軍のＢ29

爆撃機・108 機が和歌山市上空に飛来し、焼夷弾が落とされました。市街地の大半は焼け野原となり、1,100 人以

上の尊い命が奪われました。和歌山市が誕生して以来、最も悲惨な出来事でした。 

博物館では、平成 27（2015）年より和歌山市の空襲を体験した人の記憶を後世に伝え残そうと、体験者からお

話を録音する活動をしています。平成29年にはホール展示「昭和20年7月9日 和歌山大空襲―伝えたい あ

のときの記憶―」として調査にご協力いただいた約 70人の体験談をパネル展示しました。今回は、それ以降、ご協

力いただいた約 40 人の体験者の話をパネル展示します。今回の体験者で最高齢は大正 12（1923）年生まれ、ま

た最年少は昭和 15年生まれです。空襲下で両親と離れ、妹や弟を連れて逃げまどったこと、周囲が火の海で橋の下に

逃げたこと、紀の川の中で難を逃れたこと。また空襲後の焼け野原の町の様子や市外から救援に来た時の様子など、体

験した人でしか話せない貴重な内容です。 

年々、高齢化していく体験者の記憶の概要を、今回、ホール展示としてパネル展示します。また、7月6日（土）午

後 2時から「和歌山大空襲」と「空襲体験絵巻」を上映します。 


